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感染症発生についての対策と対応（出発後）

1

出発前の準備段階での体調不良者の対応、出発の可否に
ついて診療機関・相談窓口と連携をはかります。出発日
帰国日の対応も同じ体制を徹底いたします。

感染症
発症

東武トップツアーズ 千葉支店

総括責任者 津金 貴浩（支店長）

 法人営業本部
（営業推進部／各支社・統括部）

 企画仕入本部／各地センター

 人事総務部、経営管理部

 最寄支店および関係会社
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・
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・
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旅行隊

添乗員 各校担当者

引率先生

緊急対策本部

指定病院ほか医療機関（応対）

保険会社

宿泊施設
（代替施設・保健室・医療機関）

道路交通情報センター（情報）

航空会社（代替便）

現地鉄道･交通機関（代替輸送）

気象庁・各地気象台（情報）

所轄省庁（外務省、観光庁）
各報道機関、JATA（応対）

各関係機関

現地協力

学校

校長先生、職員ほか

PTA（保護者）

報告

報告

相談窓口、帰国者・接触者相談窓口（2020/2/13現在・抜粋）

厚生労働省
HPより

北海道 011 -272 -7119  札幌市保健所(救急安心センター札幌)
青 森 0120 -123 -801 青森県新型コロナウイルス感染症コールセンター
岩 手 019 -651 -3175   岩手県庁 医療政策室
宮 城 022 -211 -3883   宮城県 健康電話相談窓口コールセンター
秋 田 018 -866 -7050   あきた帰国者・接触者相談センター
山 形 023 -630 -2315   健康福祉企画課、薬務・感染症対策室
福 島 024 -521 -7871   福島県専用相談ダイヤル
新 潟 025 -280 -5200   新潟県福祉保健部健康対策課
茨 城 029 -301 -3200   茨城県新型コロナウイルス相談窓口
栃 木 028 -623 -3089   栃木県保健福祉部健康増進課
群 馬 027 -224 -8200   群馬県保健予防課
埼 玉 0570 -783 -770   埼玉県新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症県民ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
千 葉 043 -223 -2989   千葉県庁電話相談窓口 又は各地保健所
東 京 0570 -550 -571   東京都新型コロナコールセンター
神奈川 045 -285 -0536  神奈川県新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症専用ﾀﾞｲﾔﾙ
山 梨 055 -223 -8896   山梨県新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症専用相談ﾀﾞｲﾔﾙ
静 岡 054 -221 -8560   静岡県庁専用相談ダイヤル
長 野 026 -235 -7277   長野県新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症一般相談窓口
富 山 076 -444 -4513   富山県厚生部健康課 感染症・疫病対策班
石 川 076 -225 -1670   石川県帰国者・接触者相談センター
福 井 0776 -36 -3429   福井健康福祉センター
岐 阜 058 -272 -8860   健康福祉部保健医療課
愛 知 052 -954 -6272 保健医療局健康医務部健康対策課
三 重 059 -224 -2339   医療保健部薬務感染症対策課
滋 賀 080 -2470 -8042 滋賀県健康医療福祉部薬務感染症対策課
京 都 075 -414 -4726   京都府帰国者・接触者相談センター
大 阪 06-6944 -8197   大阪府 府民向け相談窓口
兵 庫 078 -362 -9980   兵庫県新型コロナウイルス相談窓口
奈 良 0742 -27 -1132   奈良県庁 帰国者・接触者相談センター
和歌山 073 -441 -2170  和歌山県庁健康推進課
鳥 取 0857 -26 -7153   健康政策課感染症・新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ対策室
島 根 0852 -22 -5842   島根県健康推進課
岡 山 086 -226 -7877   新型コロナウイルス感染症電話相談窓口
広 島 082 -513 -2567 広島県感染症・疾病管理センター
山 口 083 -933 -2570   山口県中央県民相談室
徳 島 0120 -109 -410   徳島県感染症・疾病対策室電話相談窓口
香 川 087 -839 -2870   高松市保健所
愛 媛 089 -909 -3468   愛媛県・松山市一般相談窓口
高 知 088 -823 -9300   高知県・高知市新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ健康相談ｾﾝﾀ-
福 岡 092 -643 -3288   県庁がん感染症疾病対策課感染症対策係
佐 賀 0952 -25‐7485   佐賀県一般電話相談窓口（コールセンター）
長 崎 095 -895 -2412   長崎県福祉保健課企画予算班
熊 本 096 -333 -2256   健康危機管理課
大 分 097 -506 -2775 新型コロナウイルス相談窓口
宮 崎 0985 -44 -2620 健康増進課感染症対策室
鹿児島 099 -286 -2720 くらし保健福祉部健康増進課
沖 縄 098 -866 -2129   新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症相談窓口
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・旅程に組み込む運送機関、食事箇所、観光施設、体験プログラム等については、事前に適切な感染防止対策を取っていることを確認する。

②企画の際の旅行サービス提供事業者等の選定

・感染状況に応じた適切な旅行先の選定に留意

・旅行の出発となる都道府県から、都道府県外への移動自粛の要請がなされていないことを確認する。

①旅行の企画

・感染状況の変化等により旅行の安全かつ円滑な実施が困難となった場合、またはその困難となる可能性が大きい場合には、旅行の実施を中止する。

・旅行開始後であっても、感染状況の変化によりその後の旅行の安全な継続が困難となる可能性が大きいことがわかった場合は、旅行を中止し出発地に引き返す。

③旅行実施判断（標準旅行業約款募集型企画旅行契約部 第１７、１８条関係）

・感染状況の変化等により旅行の安全かつ円滑な実施が困難となった場合、またはその困難となる可能性が大きい場合には、旅行の実施の是非を検討するよう、旅行者（団体責

任者）に助言する。

・旅行開始後であっても、感染状況の変化によりその後の旅行の安全な継続が困難となる可能性が大きいことがわかった場合は、旅行の継続の是非を検討するよう、旅行者（団

体責任者）に助言する。

④旅行実施に関する助言（手配旅行）

ア 交通機関 ・旅程において利用する各交通機関のガイドラインに従った利用ができるよう旅程管理する。

イ 宿 泊 ・宿泊施設においては各宿泊施設のガイドラインに従った利用ができるよう旅程管理する。

ウ 観 光 ・観光地では、団体メンバーが集まって「密」の状態を作らないよう、ガイドレシーバーを利用したガイディング等を行なえるように調整を行う。

・観光入場施設では、入り口や施設内部での密集・密接を避けるため、小グループに分け、時間差をつけた入場等の工夫を行う。

エ 食 事 ・食事においては、各場所のガイドラインに従った利用ができるよう旅程管理する。

・その他の場所での食事においても、食事中の飛沫感染を防ぐため、時間をずらす、椅子を間引くなどにより、距離の確保に留意。

・食事施設の従業員との接触をできるだけ少なくすることに留意（従業員からの料理説明を説明メモに変更するなど）

・人数が多い団体の場合は、昼食を弁当にするなどして、食事中の感染リスクを低減する。

⑤三密リスクを下げる旅程管理

⑥添乗員が付かない場合は、旅行サービス提供事業者と協力して旅程管理を行う。

・出発前にお客様の体調確認（体温、体調チェック）を行い、発熱や感染の疑いのある症状を呈しているお客様には、旅行参加を遠慮していただく。

・旅行中に体調不良となったお客様は、旅行から離団し、他のお客様への感染防止の対応を行うとともに、最寄りの保健所や医療機関に相談・受信できるよう事前に準備する。

・体調不良となり離団したお客様が、旅行の出発地または自宅等に戻るために必要に応じた旅行サービスを手配できるよう準備する。

・旅行中、要所要所での手洗い・うがいができるよう、適切な休憩場所等を選択する。

・旅行中、お客様にはマスクの着用を要請する等

⑦お客様の健康管理、社員および添乗員等関係者の健康管理

団体旅行における対策《日本旅行業協会ガイドラインより》

30



Copyright© TOBU TOP TOURS CO., LTD. All Right Reserved.

・乗務員に係る事項の確認及び対処【点呼時の健康チェック（体温、風邪症状の有無等の報告及び確認）、発熱・せき等確認時の自宅待機、マスク着用、手洗い励行等感染予

防対策の確実な実施の確認、健康チェック表による乗務員の健康状態の確認等、アルコール検知器の除菌】

・車内の感染防止対策の確認及び対処【点呼までの間に自社で実施した車内消毒実施の確認、運転席の感染防止対策確認、乗務手袋着用の励行、消毒液、清拭消毒用具等

搭載のチェック、乗務員用のマスク、使い捨て手袋の予備搭載の確認】

・車内の感染防止対策の確認及び対処【点呼までの間に自社で実施した車内消毒実施の確認、運転席の感染防止対策確認、乗務手袋着用の励行、消毒液、清拭消毒用具等

搭載のチェック、乗務員用のマスク、使い捨て手袋の予備搭載の確認】

①始業点呼時の対応

【乗車時・降車時】

①バス側の対応：以下の点について、車内アナウンス等により利用客への協力依頼

・マスクの着用、大声での会話の手控え ・乗車時及び再乗車時における手指の消毒・降車時、必要に応じ通路に立ち列ができないよう順次の離席

〇乗客との間の一定の距離確保又は例えば運転席周りを換気に留意して仕切るなど濃密接触の防止〇消毒液の常備装備

〇可能であれば、現場の判断により、利用者降車時に手すり等複数の利用者が接触する可能性のある部分の消毒〇乗客への乗降支援後の手指の消毒

〇手荷物の受け渡し等におけるマスク、手袋の着用

②旅行会社の対応：出発前にお客様の体調管理（体温、体調チェック）を行い、発熱や感染の疑いのある症状を呈しているお客様には、旅行参加を遠慮していただく。

③利用者への協力依頼：旅行会社を通じ、下記措置につき協力依頼

〇乗車時・再乗車時の利用者の手指消毒 〇通路での利用客の滞留が起きないように、乗車時の小グループに分かれての乗車、降車時の順次の離席

〇旅行参加者が新型コロナウイルス陽性と診断された場合には、旅行会社へ連絡いただくよう利用者に依頼する。

〇旅行会社は感染者発生時に備え、旅行参加者もしくは契約者の連絡先情報を２週間保存する。

【バス運行中】

★全般・社内換気

①バス側の対応：運転時（車内でのアナウンス時を含む）のマスク着用の徹底、外気換気モードによるエアコンの使用を基本とし、更に乗客の協力を得て、現場判断により随時窓

の開放をすることによる車内換気の徹底、バス車内換気能力が十分であることの利用者へのPR（動画配信等による）

②ガイドの対応：アナウンス時も含めてマスク着用の徹底、ガイドや乗務員によるアナウンスについては、可能な限り前方を向いて行う等工夫に努める。

③利用者への協力依頼：旅行会社を通じ、以下の対応につき利用客に協力を要請する。○乗車中のマスク着用○会話、特に大声による会話のできる限りの手控え

★利用客サービス

①バス側の対応：②で禁止等への協力要請をすべき、利用者サービスとして掲げた事項につき、旅行会社に利用客への協力要請を行って頂くようにお願いする。

〇禁止事項を車内備え付けのリーフレット等で、改めて利用者への周知を図る〇SA、PA等における休憩はできる限り長めに取る（旅行会社へ協力依頼）

〇車内ゴミの回収時には、マスク、使い捨て手袋を着用し、原則持ち帰り、やむを得ずゴミ捨てした場合は、手洗い・消毒を徹底する

②利用者への協力要請：以下の事項等につき、旅行会社より利用者に協力依頼する。 ・座席位置に関する配慮やマスクを着用いただくこと・車内における飲食はできる限り避け、

特に飲酒、大声での会話は極力控えて頂くこと・カラオケの利用及びサロン席での飲食・歓談は、原則として禁止頂くこと・トイレ付車両では、便器の蓋閉め後に洗浄頂くこと

〇ゴミは、エチケット袋に入れ、原則として持ち帰る。やむを得ずゴミ捨てした場合も入念な手洗い、手指消毒を励行する

②バスの運行時における対応

貸切バスにおける感染予防対策①
《貸切バスにおける新型コロナウイルス対応ガイドライン》

31



Copyright© TOBU TOP TOURS CO., LTD. All Right Reserved.

①帰庫点呼、発熱、咳症状、呼吸困難等の症状などの健康チェックを必ず行う

②車内消毒・清掃

〇手すり等、特に利用客が頻繁に手を触れる箇所を入念に、運転席周り、その他車内を清拭消毒、カーテン等については消毒液噴霧による消毒

（注）車内清掃・消毒は、原則としては１仕業毎に実施するが、手すり等利用客が頻繁に触れるような場所は、可能な場合には、現場の判断により、更に随時適宜実施

〇清掃時のマスク、使い捨て手袋の着用の徹底

〇窓開け等による車内換気

〇トイレ付車両のトイレ清掃に当たっては、マスク、ゴム手袋着用

〇車内点検工具など共用器具使用後の手洗い、手指消毒の励行

③宿泊時の感染防止 〇手指消毒の徹底 〇宿泊中の健康チェック（体温、風邪症状の有無等健康チェックシート） 〇体調不良時の乗務中止

③仕業終了後の対応

④利用者・乗務員の体調不良

利用者及び乗務員の中に体調不良者が発生した場合には、通常の事故、死傷者発生等の緊急事態対応を基本としつつ、以下の点に留意して対処する。

（共通）

〇営業所等の緊急連絡体制の整備・乗務員は営業所（運行管理者）への連絡、指示により対応 〇接触箇所の消毒の徹底 〇感染者のプライバシー保護

（乗客の体調不良）

〇運行管理者の指示に従って対応 〇乗客対応時のマスク、使い捨て手袋着用の徹底、乗客対応後の手洗い等の徹底 〇状況に応じ、救急車の手配

（乗務員の体調不良）

〇乗務中の発熱、体調不良の際の運行管理への連絡の徹底及び乗務中止

⑤利用者・一般国民への周知

〇マスク着用、手指消毒の実施、飲酒、カラオケ等の禁止、大声での会話や飲食の手控えなど、利用者に協力を依頼する事項をリーフレットにまとめ、車内に備え付けるなど、

利用客への周知を図る。

〇特に、バスの換気性能に鑑みれば、バスはコロナ感染症に対して、十分に安全な乗り物であることを、リーフレットや動画等も活用しながら、利用者や一般国民に十分PRする。

貸切バスにおける感染予防対策②
《貸切バスにおける新型コロナウイルス対応ガイドライン》
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マザー牧場の感染症対策について
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